みらい保育園
令和３年１２月１日

　今年もあとわずかとなりました。朝晩はぐっと冷え込み、風が冷たく感じます。それでも子どもたちは「先生、今日外行く？」と外遊びを楽しみにし、毎日元気いっぱい体を動かして遊んでいます。最近では鬼ごっこや鉄棒、サッカーなど、保育園の友達と一緒に体を動かす遊びを楽しんでいます。
　遊んでいる中で「○○くんは足が速いね！」とか「○○ちゃんは蹴るの上手！」というように、友達どうしでお互いの良いところを認め合う姿が増えています。お互いの素敵なところを子どもたちどうしで発見し合って一緒に成長していけるように引き続き関わっていきたいと思います。

発表会にむけて

　きりん組の子どもたちは絵本が大好き。その中でも『もりのおすしやさん』はみんなが特に大好きな絵本です。次々に出てくる楽しい森の仲間たちがわさびを口にしたときの声やしぐさを、子どもたちも楽しそうにまねしています。子どもたちの楽しそうな姿から、きりん組では発表会で『もりのおすしやさん』の劇をみんなで演じることになりました。
　劇の準備をしていく中で「こうやって動いたらいいんじゃない？」「このお寿司の色はこっちだよ」などと、子どもたちからも良い劇にするためのアイディアが次々と出てきて、クラスのみんなでより良い劇を作り上げていこうという気持ちが高まっています。一人ひとりが重要な役割を持ち、一人でも欠けたら成功しない「自分も友達もそれぞれみんな必要な存在」という気持ちを持てるように取り組んできました。当日を楽しみにしていてください。

手洗い習慣化のお願い

例年インフルエンザが流行する時期です。きりん組の子どもたちも外から保育室に帰ってくるときには「手洗いのうた」を歌いながらみんなで楽しく手洗いをしています。ご家庭でも保護者の皆さんも一緒に歌って手洗いをやってみてくださいね。
